
　7月6日、森の玉田神社で、伝統行事の「土割祭」

がおこなわれました。 

　この神事は、まれにみる大干ばつと疫病除けが起

源とされ、200年以上前から続く伝統的なもので、

野口宮司の祝詞や巫女の剣舞などの後、熱湯を大地

に降り注ぐ湯神楽の神事がおこなわれ、五穀豊穣を

祈願しました。 

五穀豊穣を祈願 

エコーラインなど 
行政ニュース 

統計グラフコンクールの作品募集など 

歯のひろばなど 
みんなの広場 
久御山町長選挙など 
行政ニュース 
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今
回
、
投
票
で
き
る
人
は
、
昭
和
63
年
8

月
25
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
20
年

5
月
18 
日
以
前
に
久
御
山
町
に
住
民
登
録（
転

入
届
）
を
さ
れ
、
引
き
続
き
住
ん
で
い
る
人

で
す
。
 

   投
票
時
間
は
、
午
前
7
時
か
ら
午
後
8
時

ま
で
で
す
。
 

投
票
所
の
受
付
を
ス
ム
ー
ズ
に
お
こ
な
う

た
め
に
投
票
所
入
場
券
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、

投
票
の
際
は
、
忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
投
票
日
間
近
に
な
っ
て
も
入
場
券

が
届
か
な
い
と
き
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

   仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
、
投
票
日
の
当

日
、
投
票
所
に
行
け
な
い
人
は
、
役
場
１
階

ロ
ビ
ー
の
期
日
前
投
票
所
で
投
票
が
で
き
ま

す
。
 

期
間
は
、
8
月
20
日
d
か
ら
23
日
g
ま
で

で
、
投
票
時
間
は
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

8
時
ま
で
で
す
。
 

投
票
所
入
場
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

  身
体
が
不
自
由
な
た
め
、
自
分
で
候
補
者

の
氏
名
を
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
代

理
投
票
の
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
目
の
不
自
由
な
人
の
た
め
に
点

字
投
票
の
制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

投
票
の
際
に
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

投
票
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

（
広
報
行
政
課
内
）
 

任
期
満
了
に
伴
う
町
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
は
7
月
１
日
に
告
示
さ
れ
、
同

日
午
後
5
時
に
立
候
補
届
を
締
め
切
っ

た
結
果
、
定
数
（
15 
人
）
と
同
数
の
立

候
補
が
あ
り
、
無
投
票
当
選
と
な
り
ま

し
た
。
 

こ
れ
に
よ
り
農
業
委
員
会
は
、
選
挙

に
よ
る
委
員
15 
人
と
、
選
任
に
よ
る
町

議
会
推
薦
4
人
、
農
業
協
同
組
合
推
薦

１
人
、
土
地
改
良
区
推
薦
１
人
の
合
わ

せ
て
21
人
の
委
員
で
構
成
、
運
営
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
農
業
共
済
組
合
推
薦
委
員
に

つ
い
て
は
、
選
挙
委
員
と
重
複
す
る
た

め
、
辞
退
と
な
り
ま
し
た
。
 

任
期
は
、
平
成
23
年
7
月
19 
日
ま
で

の
3
年
で
す
。
 

新
し
い
農
業
委
員
は
、
次
の
み
な
さ

ん
で
す
。
 

 
 
 
 
 
 
＝
敬
称
略
・
届
出
順
＝
 

  原
田
　
幸
行
（
58
歳
・
相
島
）
　
　
新
 

山
田
　
光
夫
（
60
歳
・
市
田
）
　
　
現
 

明
主
　
　
勉
（
61
歳
・
中
島
）
　
　
新
 

※投票所入場券に記載されている投票所を確認してから、 
　お越しください。 

▽投票区と投票所 

下津屋サンハイツ
集会所 下津屋（富ノ城を除く） 第9区 

宮ノ後保育所 佐山（籾池、双栗、東代）、
林（垣内、北畑、宮ノ後） 第8区 

栄3・4丁目集会所 栄、林（八幡講、中垣内）、佐古（清水） 第7区 

東一口公会堂 東一口、西一口 
 

第6区 

北川顔公会堂 大橋辺、北川顔、藤和田 第5区 

御牧小学校体育館 坊之池、中島、相島、森、野村 第4区 

田井公民館 田井、島田 第3区 

市田公民館 市田 第2区 

佐山小学校体育館 
佐山（籾池、双栗、東代を
除く）、佐古（清水を除く）、
下津屋（富ノ城） 

第1区 

投　票　所 投票区 対　象　地　域 

久御山 
町長選挙 
久御山 
町長選挙 

私
た
ち
の
代
表
を
決
め
る
大
切
な
選
挙
で
す
。
 

あ
な
た
の
貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
に
、
 

必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
 

は
投
票
日
で
す
 

2424

88
月 月 

日 日 

▽
選
挙
に
よ
る
委
員
 

農
業
委
員
 

新
し
い
 

 
 
 
 
 
が
 

 

決
ま
り
ま
し
た
 

農
業
委
員
 

投
票
で
き
る
人
は

投
票
で
き
る
人
は
 

投
票
で
き
る
人
は
 

代
理
投
票

代
理
投
票
や
点
字
投
票

点
字
投
票
も
で
き
ま
す
 

代
理
投
票
や
点
字
投
票
も
で
き
ま
す
 

投
票
時
間
は
午
前

投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら

時
か
ら
 

午
後
午
後
8
時
ま
で

時
ま
で
 

投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
 

午
後
8
時
ま
で
 

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
 

期
日
前
投
票
を

期
日
前
投
票
を
 

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
 

期
日
前
投
票
を
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嶋
田
　
治
可
（
58
歳
・
島
田
）
　
　
新
 

熊
田
　
博
一
（
59
歳
・
坊
之
池
）
　
新
 

豊
田
　
育
夫
（
57
歳
・
田
井
）
　
　
新
 

藤
村
　
和
夫
（
61
歳
・
佐
古
）
　
　
現
 

奥
田
　
富
和
（
71
歳
・
佐
山
）
　
　
現
 

奥
野
　
　
勲
（
63
歳
・
下
津
屋
）
　
新
 

内
田
　
伸
男
（
59
歳
・
東
一
口
）
　
現
 

内
田
　
重
信
（
64
歳
・
東
一
口
）
　
新
 

鹿
野
孝
太
郎
（
58
歳
・
藤
和
田
）
　
新
 

藪
内
　
義
雄
（
64
歳
・
北
川
顔
）
　
新
 

石
川
　
成
一
（
60
歳
・
野
村
）
　
　
新
 

田
中
俊
太
郎
（
59
歳
・
森
）
　
　
　
現
 

  河
原
　
博
之
（
53
歳
・
藤
和
田
）
　
新
 

北
村
　
政
雄
（
61
歳
・
栄
）
　
　
　
新
 

三
宅
　
美
子
（
59
歳
・
佐
山
）
　
　
新
 

　
田
　
貞
夫
（
63
歳
・
佐
古
）
　
　
現
 

  小
嶋
　
信
彌
（
63
歳
・
相
島
）
　
　
現
 

  久
乗
　
由
次
（
69
歳
・
坊
之
池
）
　
新
 

問
い
合
わ
せ
／
町
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
（
広
報
行
政
課
内
）、
産
業
課
 

久御山町では、栄1丁目から4丁目まで
を除き、大字○○小字△△のように、地名
には大字・小字が付きますが、平成21年3
月28日からこの大字・小字の表示をなく
します。 
これまでは、官公庁への申請などの正式
な書類には、大字・小字を記入しなければ
ならず、とても面倒であるなどの声を、多
くの住民のみなさんからお聞きしており、
町としても、これらの住民の声を生かせな
いかと、法的な面や経費面などについて検
討を重ねてきました。 
このようななか、これまで紙ベースで管
理していた戸籍について、住民サービスの
向上と戸籍の正確性の確保を図るため、本
年度の事業として、戸籍電算システムを導
入することとなり、これにあわせて大字・
小字の表示を削除することが、経費面でも
効果的であると判断したものです。 
なお、大字・小字の表示の削除にあわせ
て、番地に枝番がついている場合の表示も
変更します。 

【変更例】例外を除き、次のとおりとなります。 

　　久御山町大字○○小字△△××番地の□ 

 

　　久御山町○○△△××番地□ 

【例外】これまでの大字大橋辺小字大橋辺、大字東一口小字東一口、大字

野村小字野村については、次のとおりとなります。 

　　久御山町大字○○小字○○××番地の□ 

 

　　久御山町○○××番地□ 

 

 

問①　平成21年3月28日以降、土地登記簿・建物登記簿の表題部の

所在地欄の訂正は必要なの？ 

答①　法務局で書き替えますので、手続きは必要ありません。 

問②　平成21年3月28日以降、自動車運転免許証の住所や本籍地の

変更手続きは必要なの？ 

答②　次回の更新まで有効です。ただし、特に変更を希望される人は、

宇治交通安全協会（宇治警察署内）で変更手続きができます。 

 

※このように、平成21年3月28日以降、字の名称が変更されても、すぐ
に手続きが必要な場合は、基本的にはありません。 
　各種手続きの取り扱いの詳細については、後日、広報くみやまの号外や
町ホームページでみなさんにお知らせする予定です。 
問い合わせ／企画財政課 

来年の3月28日から 
　　　　　　　の表示をなくします 大字 小字 ・ 

久御山 
町長選挙 

▽
町
議
会
推
薦
委
員
 

▽
農
業
協
同
組
合
推
薦
委
員
 

▽
土
地
改
良
区
推
薦
委
員
 

投
票
で
き
る
人
は
 

代
理
投
票
や
点
字
投
票
も
で
き
ま
す
 

投
票
時
間
は
午
前
7
時
か
ら
 

午
後
8
時
ま
で
 

投
票
日
に
投
票
で
き
な
い
人
は
 

期
日
前
投
票
を
 

住所や戸籍の本籍地などの表示は、このようになります 

よくある質問 

農業委員 

3
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犯罪や非行のない明るい町づくりを推進するため、
毎年7月を「社会を明るくする運動」の強化月間とし
ています。 
この月間に併せて、第58回社会を明るくする運動
町実施委員会では、町生徒指導地域づくり連絡会と共
催で「社会を明るくする運動」標語を町内の小・中学

校の児童・生徒に募集し、次のとおり特選、入選者が
決まりました。 
たくさんのご応募ありがとうございました。 
問い合わせ／社会を明るくする運動町実施委員会事務
局（住民課内）・町生徒指導地域づくり連絡会事
務局（学校教育課内） 

社会を明るくする運動町実施委員会表彰 町生徒指導地域づくり連絡会表彰 

特選・ 
町長賞 

あいさつは　元気が出てくる 
　　　　　　　　　　　ごちそうだ！ 
きまりやルール　みんなが守れば 
　　　　　　　　　　　みんなが笑顔 
立ち止まり　じっくりと考えようよ 
　　　　　　　　　　　　自分の未来 

心の花　あいさつすると　満開に 奥村　芽衣 

直江　　航 

酒匂　晴菜 

齊藤　龍誠 

6 

6 

5 

5

入選 

入選 

入選 

▽佐山小学校（応募総数87） 

氏　名 標　　　　　語 賞 学年 

「ごめんなさい」素直に言えると　仲直り 

うれしいな　友だちいっぱい　そばにいて 

あんぜんぼう　きちんとかぶって 
　　　　　　　　　　　いってきます 

はんせいを　しないとだめだよと 
　　　　　　　　　　　　こわいかお 

犬田　智菜 

神村　沙希 

朝日　李果 

藤原　秀太 

4 

3 

2 

1

特選 

入選 

入選 

入選 

▽佐山小学校（応募総数96） 

氏　名 標　　　　　語 賞 学年 

見つめよう　今の自分と　未来の自分 

どうしたの？と　一声かけて　友達の輪 

だれにでも　あいさつしよう　元気よく 

「ありがとう」「ごめんなさい」が 
　　　　　　　　　　　　　　合言葉 

神居　凌介 

中務　美紅 

葛城　　諒 

野口　実香 

4 

4 

3 

1

特選 

入選 

入選 

入選 

▽御牧小学校（応募総数30） 

氏　名 標　　　　　語 賞 学年 

大じょう夫？　声をかけよう　友達へ 

いい町、たのしい町に 
　　　　　なったらいいな　久み山町 

ともだちは　いつも　にこにこ 
　　　　　　　　　　　　たからもの 

みんなで　なかよく　なれますように 

小俣　大地 

牧野　七与 

大石　　南 

柏本穂乃佳 

4 

3 

2 

1

特選 

入選 

入選 

入選 

▽東角小学校（応募総数270） 

氏　名 標　　　　　語 賞 学年 

考えよう　いじめをすると　自分がみじめ 

やめようと　その思いから　未来が変わる 

淺野　陽光 

井上　菜摘 

3 

1

特選 

入選 

▽久御山中学校（応募総数400） 

氏　名 標　　　　　語 賞 学年 

特選・議 
会議長賞 

世界中　笑顔のあふれる　未来にしよう 

あいさつは　友達作る第一歩 
　　　恥ずかしがらずに　こんにちは 

ふりむくな　君の未来は　明日にある 

声かけで　つみとろう　犯罪と非行の芽 

田中　大貴 

久乗　有那 

佐藤もなみ 

二木　悠馬 

6 

6 

5 

5

入選 

入選 

入選 

▽御牧小学校（応募総数72） 

氏　名 標　　　　　語 賞 学年 

特選・ 
教育長賞 

ぜったいに　してはいけない　そのいじめ 

犯罪に　手をそめないで　青少年 

喫煙は　人生ちぢめて　しまうもと 

考えよう　人が元気を　出す言葉 中川　憂哉 

岩崎　　伸 

阿武　優佑 

鍵井　真穂 

6 

6 

6 

5

入選 

入選 

入選 

▽東角小学校（応募総数121） 

氏　名 標　　　　　語 賞 学年 

特選・宇治 
警察署長賞 

支え合い　みんなで築こう　地域の絆 

そばにいる　笑いがたえない　仲間たち 

あいさつのつぼみ　咲かせていけば 
　　　　　　　　　　　　笑顔の花畑 

心の悪魔　友達がきっと 
　　　　　　　　　天使にしてくれる 

渋谷　奈央 

近澤　真由 

森　　翔子 

　　枝於美 

3 

2 

1 

2

入選 

入選 

入選 

▽久御山中学校（応募総数400） 

氏　名 標　　　　　語 賞 学年 

社会 社会 社会 明るく 明るく 明るく を する運動 
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町
で
は
、
平
成
13 
年
度
に
策
定
し
た
第
１

期
計
画
の
取
り
組
み
を
継
続
し
、
さ
ら
に
発

展
さ
せ
て
い
く
た
め
、
平
成
19 
年
2
月
に
第

2
期
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
 

役
場
庁
舎
や
小
・
中
学
校
、
保
育
所
、
幼

稚
園
、
7
文
化
ス
ポ
ー
ツ
事
業
団
の
施
設
な

ど
町
関
連
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果

ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
、
メ
タ
ン
、
一
酸
化
二

窒
素
な
ど
）
の
総
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め

に
、
平
成
14 
年
度
か
ら
平
成
17 
年
度
ま
で
の

各
年
度
の
実
績
を
平
均
し
た
値
か
ら
3
㌫
削

減
す
る
こ
と
や
、
用
紙
類
の
使
用
量
の
抑
制
、

紙
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
等
の
取
り
組
み
を
実
施

す
る
計
画
で
す
。
 

  平
成
19 
年
度
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出

量
（
表
１
）
は
、
2
，
1
4
5
・
0
8
㌧
（
二

酸
化
炭
素
換
算
。
以
下
同
様
）
と
な
り
、
目

標
値
（
2
，
１
9
5
㌧
）
を
下
回
り
、
さ
ら

に
49
・
92
㌧
削
減
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
前
年
度
と
比
べ
る
と
2
・
0
㌫
、

42
・
92
㌧
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
 

主
な
要
因
は
、
役
場
庁
舎
や
町
関
連
施
設

に
お
い
て
不
要
な
照
明
の
消
灯
、
空
調
設
備

の
適
正
運
転
の
実
施
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
の
、
昨
年
の
冬
は
１
月
下
旬
か
ら
2

月
に
か
け
て
寒
さ
が
厳
し
く
暖
房
機
器
の
稼

働
日
数
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
 

前
年
度
と
比
べ
て
温
室
効
果
ガ
ス
の
総
排

出
量
が
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
各
年
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
総
排
出
量
（
表
2
）
と
比
較

す
る
と
、
平
成
17 
年
度
以
前
よ
り
は
減
少
し

て
お
り
、
一
定
の
削
減
が
で
き
ま
し
た
。
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
別
の
使
用
状
況
（
表
3
）
を

見
る
と
、
暖
房
に
使
用
さ
れ
る
液
化
天
然
ガ

ス
や
灯
油
が
前
年
よ
り
大
幅
に
増
加
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン
や
軽
油
も
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
ご
み
収
集
車
や
消

防
・
救
急
車
両
等
の
公
用
車
の
給
油
量
が
増

加
し
た
た
め
で
す
。
 

エ
ネ
ル
ギ
ー
費
用
（
表
4
）
で
は
、
ガ
ソ

リ
ン
等
の
原
油
価
格
高
騰
の
影
響
を
受
け
、

全
体
で
は
前
年
度
よ
り
約
5
3
2
万
円
支
出

増
と
な
り
ま
し
た
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

町
で
は
、
平
成
１８
年
度
に
久
御
山
セ
ー
ビ
ン
グ
〈
節
約
〉
プ
ラ
ン
第
2
期
計
画

（
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
）
を
策
定
し
、
役
場
庁
舎
な
ど
町
関
連
施
設
か
ら

排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

今
号
で
は
、
平
成
１９
年
度
の
取
り
組
み
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

社会 社会 明るく 明るく 温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
 

　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 

温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
 

　
　
　
取
り
組
ん
で
い
ま
す
 久御山セービング 
〈節約〉プラン 
第2期計画 

3
㌫
削
減
目
標
を
達
成
 

3
㌫
削
減
目
標
を
達
成
 

第
2
期
計
画
と
は
 

第
2
期
計
画
と
は
 

表4 エネルギー費用の推移 

11,500 

11,000 

10,500 

10,000
平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

万円 

表2 温室効果ガス総排出量の推移 

2,500 

2,250 

2,000 

1,750
平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 

t-CO2

0.72% 

6.4% 

▲5.6% 

11.37% 

0.00% 

5.42% 

7.68%

表3 エネルギー使用状況の推移 

前年比 
（H19/H18） 

電　　　　気（Kwh） 

液化天然ガス（Kg） 

液化石油ガス（Kg） 

灯　　　　油（L） 

Ａ　重　油（L） 

ガ ソ リ ン（L） 

軽　　　　油（L） 

4,117,539 

144,857 

29,406 

27,024 

17,900 

20,115 

29,314

4,088,072 

136,148 

31,150 

24,265 

17,900 

19,080 

27,224

29,467 

8,709 

▲1,744 

2,759 

0 

1,035 

2,090

平成19年度 エネルギーの内訳 平成18年度 前年増減 
（H19 －H18） 

表1 平成19年度　温室効果ガス総排出量 
排出量 
（t-CO2） 

比率 
（％） 

CO2 

CH4 

N2O 

HFC

2,141.06 

0.09 

2.91 

1.03 

2,145.08

99.81 

0.00 

0.14 

0.05 

100.00

二酸化炭素 

メタン 

一酸化二窒素 

 

総　計【外郭団体を含む】 

ハイドロフルオロカーボン 
（代替フロン） 

温室効果ガス内訳 

2,145.08
2,102.16

2,246.86
2,221.38

2,166.72

11,033

10,501

10,91010,893
10,789
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町民プール 

町民プールオープン 

待ちに待った、夏本番 
保健センター 

歯のひろば 

正しく磨いて虫歯予防 
　7月5日、保健センターで、宇治久世歯科医師会主催、

町と宇治久世学校歯科医師会共催による、「歯のひろば」

がおこなわれ、親子連れら約300人が虫歯予防を学びま

した。 

　今年で、28回目を数えるこの催しは、歯を大切にする

ため、虫歯の早期発見・予防に対する知識や理解を深め、

乳幼児の虫歯予防の指導や相談、高齢者の歯科健診など幅

広い内容で、毎年開かれています。 

　この日は、歯科医師による健診のほかにも、磨き残しを

調べるための染め出しや歯科衛生士によるブラッシングの

個別指導、フッ化物塗布、歯周病の検診、虫歯予防に関す

る人形劇などがおこなわれました。 

　小学生以下の子ども全員に歯磨きセットと町食生活改善

推進員協議会「久味の会」のみなさんの協力で、手作りお

やつの「押麦サクサクカントリー風クッキー」と「にんじ

んポッキー」にレシピを添えてプレゼントされ、子どもた

ちは大喜びでした。 

　7月15日、待ちに待った町民プールがオープン。最初

の週末となった、海の日を含む3連休は、絶好のお天気に

恵まれ、気温もグングン上がり、3日間で町内外から約

3,500人が訪れました。 

　今年の夏は、梅雨明けが例年よりも少し早く、毎日暑い

日が続いているため、夏休みを迎えてから、連日、多くの

家族連れで、にぎわっています。 

　町民プールには、水の流れる「流水プール」やすべり台

のある「幼児プール」、本格的に泳げる「50メートルプ

ール」などがあり、子どもから大人まで大満足していただ

けます。 

　オープン日時は8月31日までの、午前10時から午後5

時まで（入場券の発売は午後4時まで）、料金は大人500

円、高校生300円、小・中学生200円、幼児100円、3

歳以下は無料です。 

　ご家族やお友達、みなさんでお誘いあわせのうえ、夏休

みの楽しい一日を町民プールでお過ごしください。 

上手にブラッシングできるかな 大勢の人が訪れた町民プール 

みんなが主役 
まちの話題！ あ・れ・こ・れ 
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自治会長サロン 
（7月9日・役場庁舎5階コンベンションホール） 

地域福祉活動研修会 （6月30日・役場庁舎5階コンベンションホール） 



東岸　美紗都ちゃん 
とうがん　　　み　さ　と 

（平成18年8月28日生） 
すくすく元気に大きくなぁ～れ。 

大きくなぁーれ。 

佐古　父　潤一郎さん・母　奈穂さん 

佐山小学校 

算数科研究発表会 

研究の成果を発表 
ゆうホール 

遊びの広場 

親子で七夕飾り作り 
　7月4日、ゆうホールで、町民生児童委員協議会主催の

「遊びの広場」が開催されました。 

　この広場は、子育て中の保護者同士の交流や情報交換な

どをしてもらおうと年間2、3回開催され、今回は七夕の

笹飾り作りに取り組みました。 

　委員が手作りの紙芝居を披露したあと、親子で笹飾り作

りに挑戦。願い事を書いた短冊や折り紙で折った動物を笹

に飾りつけ、見事な七夕飾りを完成させました。 

　教育研究会で算数科の推進校に指定されている佐山小学

校で、6月26日、研究発表会がおこなわれ、静岡県や鳥

取県など、町内外から約60人が訪れました。 

　公開授業では、速いスピードで声に出して計算問題を解

く「さやまげんき計算」などをおこない、その後、学年ご

との分科会で意見交換を実施。最後は、愛知教育大学大学

院の志水廣さんを講師に、「新学習指導要領を見据えた算

数科の授業改革」と題した講演会がおこなわれました。 

トマトケチャップ教室（7月14日・中央公民館） 

澤
野
　
嘉
之
 

土
肥
　
和
秀
 

　
村
　
友
位
 

井
上
　
　
健
 

齋
藤
　
真
人
 

伊
藤
　
末
広
 

島
　
田
 

佐
　
山
 

佐
　
古
 

　
林
 

下
津
屋
 

　
栄
 

澤
野
　
知
恵
 

土
肥
　
恵
理
 

　
村
ゆ
か
り
 

井
上
　
裕
代
 

齋
藤
裕
喜
子
 

伊
藤
　
友
里
 

お
誕
生
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

ご
結
婚
 

大
字
名
 

出

生

児
 

父

・

母
 

大
字
名
 

夫
の
氏
名
 

妻
の
氏
名
 

学
　
・
樹
里
 

立
英
・
沙
奈
恵
 

貴
博
・
直
子
 

和
久
・
千
恵
 

孝
典
・
　
希
 

琢
磨
・
弘
美
 

泰
丈
・
正
美
 

政
銅
・
　
秋
 

義
雄
・
麻
美
 

森
本
　
　
桜
 

　
川
　
柚
南
 

若
林
　
蓮
斗
 

小
谷
　
和
晃
 

小
嶋
　
泰
雅
 

楠
　
　
桃
音
 

齋
藤
　
大
悟
 

玉
段
　
政
成
 

政
重
　
心
音
 

　
さ
く
ら
 

ゆ
ず
　

な
 

れ
ん
　

と
 

か
ず
あ
き
 

た
い
　

が
 

も
も
　

ね
 

だ
い
　

ご
 

ま
さ
な
り
 

こ
こ
　

ね
 

大
橋
辺
 

　
〃
 

藤
和
田
 

島
　
田
 

中
　
島
 

東
一
口
 

　
林
 

　
〃
 

下
津
屋
 

笹に手作りの飾りをつけて完成 音読計算練習法など、熱心に語る志水さん 
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ふるさと教室（7月14日・華台寺） 
花はす灯ろう祭

（7月11日・東一
口） 

平成20年6月15日から7月9日までの受付分（敬称略） 



今年度から一定の条件により、国民
健康保険税と後期高齢者医療保険料の
支払が、年金から特別徴収（年金から
の天引き）されることになりました。 
ただし、特別徴収の対象となってい
る人で一定の要件を満たす人は申請さ
れると、口座振替による納付も可能で
す。要件や申請方法は、右表のとおり
です。 
国民健康保険や後期高齢者医療制度
は、加入者のみなさんの保険税（料）に
よって運営されています。健康で明る
い生活ができるよう、この制度を正し
く理解し、守っていきましょう。 

久
御
山
町
は
土
地
が
空
い
て
い
る
の
で
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

会
場
を
建
設
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
山
・
男
性
）
 

  町
で
は
、
中
央
公
園
や
中
央
公
民
館
な
ど

で
ふ
る
さ
と
フ
ェ
ア
久
御
山
や
町
民
文
化
祭

な
ど
を
催
し
て
い
ま
す
。
 

既
存
の
施
設
を
有
効
に
活
用
す
る
中
で
対

応
し
て
お
り
、
新
た
な
施
設
の
建
設
は
現
在

計
画
し
て
い
ま
せ
ん
。
　
　
　
【
総
務
課
】
 

   ア
ル
ミ
缶
な
ど
の
お
金
に
な
り
そ
う
な
資

源
ご
み
を
朝
早
く
集
め
に
来
る
人
が
い
ま
す
。
 

注
意
す
る
と
怖
い
場
合
も
あ
る
の
で
、
何

か
良
い
方
法
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
佐
古
・
男
性
）
 

  缶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
リ
サ
イ
ク
ル

ご
み
は
、
毎
週
水
曜
日
に
収
集
し
て
い
ま
す

が
、
第
1
、
3
水
曜
日
に
ご
み
の
持
ち
去
り

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
町
で
は
、
定
期
的
に
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
の
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
、
広
報
く
み
や
ま
で
も
定

期
的
に
周
知
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
環
境
保
全
課
】
 

   道
路
が
破
損
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
補
修
を
お
願
い
し
ま
す
。
（
林
・
男
性
）
 

  道
路
舗
装
に
つ
い
て
は
、
破
損
の
ひ
ど
い

と
こ
ろ
か
ら
順
次
改
修
し
て
い
ま
す
。
 

ご
指
摘
の
場
所
に
つ
い
て
も
、
全
町
的
な

道
路
維
持
計
画
の
中
で
痛
み
具
合
な
ど
を
判

断
し
、
順
次
対
応
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
理
解
願
い
ま
す
。
　
　
【
建
設
整
備
課
】
 

   公
民
館
前
に
あ
る
ス
ロ
ー
プ
の
手
す
り
が

片
方
だ
け
つ
い
て
い
ま
す
が
、
両
方
に
つ
け

て
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
（
匿
名
）
 

  ご
指
摘
の
と
お
り
、
必
要
と
思
い
ま
す
の

で
取
り
付
け
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
。
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
社
会
教
育
課
】
 

エ
コ
ー
ポ
ス
ト
設
置
場
所
 

役
場
庁
舎
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
 

中
央
公
民
館
・
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
・
い
き
い
き
ホ
ー
ル
 

総
合
体
育
館
・
保
育
所
・
幼
稚
園
 

荒
見
苑
・
Ｊ
Ａ
御
牧
支
店
・
佐
山
支
店
 

 

Q
イ
ベ
ン
ト
会
場
を
 

建
設
し
て
く
だ
さ
い
 

Q
資
源
ご
み
の
持
ち
去
り
に
つ
い
て
 

Q
道
路
の
補
修
を
お
願
い
し
ま
す
 

A
新
た
な
施
設
の
 

建
設
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
 

A
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
や
 

広
報
紙
で
周
知
を
図
り
ま
す
 

A
道
路
維
持
計
画
の
中
で
 

順
次
対
応
し
ま
す
 

Q
公
民
館
前
の
ス
ロ
ー
プ
に
 

手
す
り
を
増
設
し
て
く
だ
さ
い
 

A
取
り
付
け
る
方
向
で
検
討
し
ま
す
 

あいあいホール便り 

京
の
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
 

年金特徴から口座振替へ 年金特徴から口座振替へ 

の支払方法が変更できます 国 民 健 康 保 険 税 
後期高齢者医療保険料 
国 民 健 康 保 険 税 
後期高齢者医療保険料 

の支払方法が変更できます 

　世帯内の国保加入者全員が65

歳から75歳までで、平成20年度

の納税通知書に10月支払い分か

ら「特別徴収」の欄に保険税額が

記載されている人 

　今年の4月から年金天引きされ

ている人、または平成20年度の

保険料額決定通知書で10月支払

い分から「特別徴収」の欄に保険

料額が記載されている人 

国民健康保険税 後期高齢者医療保険料 

税務課 問い合わせ 

申 請 方 法 

要　　　件 

対　象　者 

国保医療課 

 過去に滞納のない人が口座振替

により納付する場合 

　いずれの場合も、金融機関に口座振替を依頼された後、8月20日d

までに役場担当窓口に支払方法変更申請をしてください。 

※期限以降の申請も可能ですが、変更月が12月以降となります。 

①国民健康保険税を確実に納付し

ていた人（本人）が、口座振替に

より納付する場合 

②世帯主または配偶者がいる人で、

その口座振替により納付する場合 
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■　あいあい☆サロン　■ 
日時／毎週火～土曜日　午前9時～
午後4時 

対象／町内在住の就学前乳幼児とそ
の保護者（小学生は利用不可） 

※プレイルームは常時開放していま
すが、気象警報発令時は閉館。 

■　みるく　サロン　■ 
日時／毎週金曜日　午前10時～正午 
対象／町内在住の生後3か月から10
か月ぐらいの乳児とその保護者 

※9月から毎週水曜日に変更します。 
■　ファミリーコンサート　■ 
ハンドベルコンサートを開きます。 
ご家族おそろいでお越しください。 
日時／8月31日a　午前10時30分
～11時30分 

■　絵本を楽しむ日　■ 
日時／8月7日e・21日e　午前11
時30分～11時50分、28日e
午後3時30分～3時50分 

■　体育遊びの日　■ 
トランポリンやボールプールなど
で楽しく遊びましょう。 
日時／8月23日g・30日g　午前
9時～午後4時 

■　お父さんと遊ぼう　■ 
小麦粉粘土で遊びましょう。 
日時／8月2日g　午前10時30分
～11時30分、午後2時～3時 

対象／2歳～就学前の幼児と父親 
■　中学・高校生との交流会　■ 
久御山中学、久御山高校などの学
生たちと、乳幼児の交流をします。 

日時／中学生…8月8日fのみるく
サロン、9日gのあいあいサロ
ン、高校生…8月1日f・22日
fのみるくサロン　いずれも午
前10時～11時30分 

■　8月生まれの子どもたちのお誕生会　■ 
みんなで、いっしょに歌を歌って
お祝いします。手作りカードのプレ
ゼントがあります。 
日時／8月28日e　午前11時30分
～正午、午後3時～3時30分 

■　親子サロン　■ 
日時／8月8日f・22日f　午前9
時～午後4時 

場所／保健センター夢くむルーム 
対象／町内在住の乳幼児と保護者 

町
で
は
、「
久
御
山
町
子
育
て
支
援
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
い
て
、
住
民
の
み
な
さ
ん
の
子

育
て
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
今
年
5
月
に
は
、

子
育
て
の
拠
点
と
な
る
「
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
」

が
オ
ー
プ
ン
し
、
連
日
、
か
わ
い
い
子
ど
も

の
声
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。
 

子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
に
は
、
地
域
・
学
校
・

企
業
・
行
政
が
協
力
し
て
支
援
に
取
り
組
む

方
向
性
が
示
さ
れ
、
地
域
で
は
「
見
守
隊
」

や
「
生
徒
指
導
地
域
づ
く
り
連
絡
会
」
な
ど

が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

一
方
、
企
業
も
子
育
て
を
支
援
さ
れ
て
お

り
、
昨
年
度
、
町
内
の
2
社
が
「
京
都
府
子

育
て
応
援
企
業
表
彰
」
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
 

職
場
環
境
づ
く
り
部
門
で
は
、
子
育
て
し

な
が
ら
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

ニ
ュ
ー
リ
ー
㈱
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
社
会
貢
献
部
門
で
は
、
も
の
づ
く

り
の
大
切
さ
や
喜
び
、
楽
し
み
を
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
体
験
教
室
が
評
価
さ
れ
、「
Ｋ

Ｔ
Ｃ
も
の
づ
く
り
技
術
館
」
を
運
営
さ
れ
て

い
る
京
都
機
械
工
具
㈱
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
度
は
、
近
畿
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ

ン
グ
㈱
の
工
場
見
学
「
エ
コ
ラ
館
」
が
、
子

ど
も
の
も
の
づ
く
り
へ
の
興
味
を
持
て
る
取

り
組
み
と
し
て
評
価
さ
れ
、
地
域
貢
献
部
門

で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
 

  京
都
府
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
に

取
り
組
む
企
業
や
事
業
所
を
支
援
す
る
た
め
、

働
き
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
人
を
応
援
す
る

会
社
に
「
京
の
子
育
て
応
援
企
業
」
の
認
証

を
し
て
い
ま
す
。
 

妊
娠
中
の
勤
務
時
間
短
縮
や
育
児
期
の
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
の
導
入
な
ど
柔
軟
な
働
き

方
が
出
来
る
制
度
の
導
入
や
事
業
所
内
託
児

所
の
設
置
、
子
連
れ
出
勤
を
認
め
る
な
ど
子

育
て
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
、
従
業
員
が

3
0
0
人
以
下
の
企
業
が
対
象
で
す
。
 

認
証
を
受
け
る
と
、
企
業
向
け
の
商
工
中

金
の
優
遇
金
利
の
適
用
や
従
業
員
向
け
の
近

畿
労
働
金
庫
の
優
遇
金
利
の
設
定
な
ど
を
受

け
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
 

町
内
の
事
業
所
で
は
、
ニ
ュ
ー
リ
ー
㈱
が

今
年
3
月
に
認
証
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
認
証
を
受
け
る
に
は
、
子
育
て
支
援
の
企

業
意
識
の
向
上
の
た
め
「
京
の
子
育
て
応
援

宣
言
」
が
必
要
で
す
。
町
内
で
は
、
石
豊
造

園
土
木
㈱
と
㈱
コ
ー
シ
ン
の
2
社
が
宣
言
さ

れ
て
い
ま
す
。
 

認
証
に
向
け
た
取
り
組
み
に
は
、
希
望
に

応
じ
て
府
か
ら
ア
ド
バ
イ
サ
ー
が
派
遣
さ
れ

ま
す
。
事
業
所
・
企
業
の
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
町
産
業
課
ま
た
は
府
労
政
課

1
0
7
5
（
4
１
4
）
5
0
9
2
、
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
 

　
　
ラ
ン
ス
推
進
コ
ー
ナ
 

　
　
ー
1
0
7
5
（
6
9
 

　
　
2
）
3
2
3
6

あいあいホール便り あいあいホール便り 子育て 
支援セン

ター 
子育て 
支援セン

ター 

京
の
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
 

京
の
子
育
子
育
て
応
援
宣
言
企
業

応
援
宣
言
企
業
 

京
の
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
 

の支払方法が変更できます 国 民 健 康 保 険 税 
後期高齢者医療保険料 
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▼
子
ど
も
の「
や
り
た
い
！
」
気
持
ち
を
大
切
に
 

子
ど
も
は
、
自
分
で
何
で
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
う
も
の
。
家
族
が
料
理
を
楽
し
く
作

っ
て
い
れ
ば
、
一
緒
に
や
り
た
い
と
い
う
気

持
ち
が
芽
生
え
て
き
ま
す
。
そ
れ
が
、
食
べ

物
や
食
べ
る
こ
と
へ
の
興
味
を
広
げ
ま
す
。
 

将
来
的
に
は
、
自
分
で
必
要
な
食
べ
物
を

選
択
し
、
調
理
す
る
こ
と
が
あ
た
り
ま
え
に

な
り
、
自
分
の
生
活
を
成
り
立
た
せ
て
い
く
、

つ
ま
り
生
き
る
力
を
育
ん
で
い
く
の
で
す
。
 

は
じ
め
は
、
一
緒
に
買
い
物
に
行
く
だ
け

で
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、「
に
ん
じ

ん
」「
じ
ゃ
が
い
も
」
な
ど
、
食
べ
物
の
名

前
や
形
を
覚
え
た
り
、「
ど
れ
に
す
る
？
」

と
子
ど
も
に
ど
の
食
材
が
よ
い
か
を
選
ん
で

も
ら
っ
た
り
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
店
の
人
と
家
族
と
の
や
り
取
り
を

子
ど
も
は
じ
っ
と
見
て
い
ま
す
。
子
ど
も
の

社
会
性
や
人
間
性
の
育
成
に
も
役
立
っ
て
い

く
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

子
ど
も
の
成
長
に
あ
わ
せ
て
、
料
理
に
か

か
わ
る
体
験
も
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

野
菜
を
洗
っ
た
り
、
味
見
を
し
た
り
す
る
こ

と
で
、「
ど
ん
な
料
理
が
で
き
る
ん
だ
ろ
う
」

「
お
い
し
そ
う
だ
な
」
と
自
然
に
食
事
を
楽

し
み
に
す
る
は
ず
。
自
分
が
作
っ
た
も
の
と

い
う
だ
け
で
、
い
つ
も
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た

も
の
を
食
べ
る
き
っ
か
け
に
な
る
で
し
ょ
う
。
 

▼
食
べ
物
の
興
味
を
育
て
る
お
手
伝
い
 

・
い
っ
し
ょ
に
買
い
物
へ
行
く
 

・
野
菜
を
洗
う
 

・
材
料
を
混
ぜ
る
 

・
味
見
を
す
る
 

・
お
皿
を
並
べ
る
 

▼
野
菜
づ
く
り
に
参
加
さ
せ
よ
う
 

家
庭
菜
園
で
野
菜
を
育
て
た
り
、
収
穫
し

た
り
す
る
こ
と
も
、
子
ど
も
に
ぜ
ひ
さ
せ
た

い
体
験
の
ひ
と
つ
。
 

食
べ
物
を
育
て
る
環
境
が
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
が
、
命
は
命
あ
る
も
の
か
ら
し

か
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
畑
に
種
を
ま

い
た
り
、
水
を
や
っ
た
り
、
ト
マ
ト
を
も
い

だ
り
、
イ
モ
ほ
り
を
し
た
り
す
る
こ
と
で
、

野
菜
の
育
ち
を
知
る
だ
け
で
な
く
、
野
菜
を

育
て
る
た
い
へ
ん
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
で
し
ょ
う
。
 

食
べ
物
や
食
べ
物
を
育
て
て
く
れ
た
人
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
も
生
ま
れ
る
は
ず
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

家庭内のさまざまなところで使われているスプレー缶。
ヘアケア用品や制汗剤、塗料、殺虫剤、自動車用品と種類
も豊富ですが、引火や爆発、破裂などの事故が多数報告さ
れています。 
＜事例1＞  
多少、液が残っていたヘアスプレー缶を廃棄するため、
室内で缶に穴を開けたところ、ガス瞬間湯沸し器の種火に
引火し、顔などにやけどをした。 
＜事例2＞  
車のくもり止めスプレーを車内に置いておいたところ破
裂し、後部のガラスが破損した。 
＜事例3＞  
ガスレンジの横で殺虫剤を使用していたところ、引火、
爆発し顔面にやけどをした。 
　廃棄するときの注意 
スプレー缶を廃棄するときは、必ず噴射剤も含め中身を
使い切り、各自治体の廃棄方法を守りましょう。 
町では、透明の袋に入れて、燃やさないごみの日に出し

てください。ガス抜きは、湯沸し器やガスコンロ・風呂釜
の種火、たばこなどといった火気のない風通しのよい屋外
でおこないましょう。 
　使用・保管時の注意 
・暖房器具やコンロなど火気の近くでの使用・保管は、破
裂や爆発をする危険性があるので避けましょう。 
・缶にサビが生じて劣化し、破裂することもあるので、湿
気の多いところには保管しないようにしましょう。 
・炎天下など温度の上がるおそれのある自動車内、直射日
光の当たる場所などには保管しないようにしましょう。 
　回収対象品がないか確認を 
家庭にあるスプレー缶を確認し、メーカー・販売業者が
回収している商品がある場合は、速やかにメーカーなどに
連絡しましょう。 
その他、わからないことがあれば、京都府消費生活安全
センター1075（671）0004、京都府山城広域振興局商
工観光室10774（21）2103または町産業課へご相談く
ださい。 

スプレー缶製品の使用上の注意 

vol.119

長
寿
社
会
の
到
来
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
人
々

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
健
康

づ
く
り
の
取
り
組
み
な
ど
を
定
め
た
「
健
康
く
み

や
ま
21
」
の
内
容
を
、
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。 

図
書
館 

26

くみやま食育キャラクター 

「くみっこ」 

▼  
 

 
 

 
 

 
▼  

▼  
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今
月
の
テ
ー
マ
図
書
 

図
書
館
で
は
、
毎
月
テ
ー
マ
を
決
め
て
本
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
月
は
、
平
和
に
関
す
る
オ
ス
ス
メ
の
本

を
紹
介
し
ま
す
。
 

大
月
書
店
発
行
 

人
は
争
い
を
や
め
る
こ
と
は
で
き
る
の
か
？
平
和
を
つ
く
る
と
は

ど
ん
な
こ
と
な
の
か
？
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
平
和
と
戦
争

の
本
質
ま
で
を
シ
リ
ー
ズ
で
わ
か
り
や
す
く
紹
介
 

「
平
和
と
戦
争
の
絵
本（
全
6
巻
）」
児
童
書
 

選
―
早
乙
女
勝
元
 

語
る
こ
と
も
で
き
な
い
ほ
ど
の
体
験
や
、
封
じ
込
め
て
き
た
真
情

な
ど
、
４２
人
の
戦
争
体
験
記
を
紹
介
 

「
忘
れ
な
い
あ
の
こ
と
、
戦
争
」
 

平
和
の
ア
ト
リ
エ
発
行
 

人
間
の
想
像
を
は
る
か
に
越
え
た
原
爆
の
惨
状
や
、
そ
れ
に
よ
っ

て
も
た
ら
さ
れ
た
悲
劇
を
克
明
な
写
真
集
で
紹
介
 

「
広
島
・
長
崎
―
原
子
爆
弾
の
記
録
」
 

∧
平
和
を
考
え
る
∨
 

オ
ス
ス
メ
本
 

★
銀
河
不
動
産
の
超
越
 

（
森
博
嗣
著
）
 

「
頑
張
ら
な
い
人
生
」
を
送
っ
て
き

た
彼
の
転
機
は
、「
銀
河
不
動
産
」
に

就
職
し
た
こ
と
だ
っ
た
。
何
か
が
変
わ

り
は
じ
め
た
。
 

★
ぼ
く
ら
の
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
 

（
芝
田
勝
茂
作
）
 

ワ
ク
ワ
ク
ド
キ
ド
キ
の
五
日
間
。
自

分
の
か
か
え
て
い
る
事
に
正
面
か
ら
向

き
あ
っ
た
時
、
キ
ャ
ン
プ
の
魔
法
に
会

え
る
！
 

★
謎
の
転
倒
犬
 

（
柴
田
よ
し
き
著
）
 

徹
夜
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
終
え
た
僕
が

偶
然
出
会
っ
た
厚
化
粧
の
女
性
。
な
ん

と
彼
女
は
今
を
と
き
め
く
カ
リ
ス
マ
占

い
師
だ
っ
た
。
 

新
着
図
書
の
紹
介
 

①　手羽元は、2箇所程度切込みを入
れます。むね肉は1.5㎝程の厚みで
8等分にそぎ切りします。赤ワイン
100㏄に20分ほど漬け、下味をつ
けます。 

②　フライパンを熱し、油を入れ①を
しっかり焦げ目がつくまで焼きます。 

③　②の鶏肉を取り出し、フライパン

に赤ワインビネガーを入れ、フライ
パンの底をこすりながら3分の1の
量になるまで煮つめます。 

④　③に鶏肉を戻し、赤ワイン、チキ
ンスープを入れ、20分ほど煮ます。
最後にバターを入れ、風味づけしま
す。 

⑤　皿に④を盛り付け、青菜を添えて
出来上がりです。 

本
の
貸
し
出
し
や
整
理
な
ど
、
図
書
館
の
仕
事
を
体
験
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
 

日
時
／
8
月
21
日
e
　
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
小
学
校
4
年
〜
6
年
生
 

定
員
／
先
着
6
人
 

  
夏
休
み
に
読
ん
だ
本
の
中
で
感
動
し
た
場
面
を
描
い
た
絵
を

募
集
し
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
作
品
は
、
9
月
20
日
g
か
ら

10 
月
10 
日
f
ま
で
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
内
で
展
示
し
ま
す
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
園
児
（
幼
稚
園
・
保
育
所
）・
児
童
 

規
格
／
8
つ
切
り
（
39
㎝
×
27
㎝
）
の
画
用
紙
で
画
材
は
自
由
。
 

応
募
／
9
月
2
日
c
か
ら
14 
日
a
ま
で
の
間
に
、
作
品
の
裏
面

に
住
所
・
氏
名
・
学
校
（
園
）
名
・
学
年
・
読
ん
だ
本
の

題
名
を
記
入
し
、
図
書
館
へ
。
１
人
１
作
品
 

子
ど
も
1
日
図
書
館
員
を
募
集
 

お
話
の
絵
を
募
集
 

作り方 

食生活改善推進員協議会「久味の会」 

207㌔カロリー／1人分 

鶏のワインビネガー煮 

115

■材料（4人分） 

図
書
館

図
書
館 

図
書
館 

【
問
い
合
わ
せ
】 

【
開
館
時
間
】 

 【
休
　
館
　
日
】 

1

0
7
7
4（
4
5
）0
0
0
3
 

火
〜
金
曜
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
7
時
 

土
・
日
・
祝
日
／
午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時
 

4
日
b
・
11
日
b
・
18
日
b
・
25
日
b
 

31
日
a
・
9
月
1
日
b

鶏手羽元 
鶏むね肉 
赤ワインビネガー 
赤ワイン 

･･････････････････････4本 
･･････････････････････1枚 

････････････100㏄ 
････････････････････300㏄ 

････････････････300㏄ 
････････････････････････10g 

････････････････････････････少々 
･･･････････適量 

チキンスープ 
バター 
油 
青菜（貝割れ菜など） 
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京
都
府
統
計
協
会
で
は
、
統
計
グ
ラ
フ
コ

ン
ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
 

応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
す
。
 

応
募
資
格
／
小
学
生
以
上
 

部
門
／
手
書
き
統
計
グ
ラ
フ
の
部
、
パ
ソ
コ

ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
 

課
題
／
自
由
（
小
学
4
年
生
以
下
の
場
合
は
、

自
分
で
観
察
ま
た
は
調
査
し
た
も
の
）
 

規
格
／
仕
上
げ
寸
法
は
、
B
2
版
（
72
・
8

㎝
×
51
・
5
㎝
）
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
2
日
c
ま
で
に
、

応
募
作
品
の
裏
面
に
応
募
部
門
・
表
題
・

学
校
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
学
年
・
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
住
所
・
電
話
番
号
を
ご

記
入
の
う
え
、
広
報
行
政
課
へ
。
 

※
学
生
以
外
の
人
は
、
学
校
名
・
学
年
は
不

要
で
す
。
 

※
統
計
グ
ラ
フ
の
も
と
に
な
っ
た
観
察
・
調

査
記
録
は
、
B
5
ま
た
は
A
4
用
紙
に
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
で
応
募
さ
れ

る
場
合
、
使
用
し
た
パ
ソ
コ
ン
の
機
種
・

ソ
フ
ト
・
プ
リ
ン
タ
ー
名
を
応
募
作
品
の

裏
面
に
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
 

   
町
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る

く
正
し
い
選
挙
と
投
票
参
加
を
啓
発
す
る
ポ

ス
タ
ー
と
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
 

入
選
者
に
は
、
賞
状
と
記
念
品
を
お
贈
り

し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を

お
贈
り
し
ま
す
。
 

応
募
資
格
／
町
内
在
住
・
在
学
の
人
 

規
格
／
ポ
ス
タ
ー
は
、
4
つ
切
り
ま
た
は
8

つ
切
り
白
画
用
紙
で
、
色
彩
、
標
題
は

自
由
。
標
語
は
、
20
文
字
以
内
で
自
作
、

未
発
表
の
も
の
。（
そ
れ
ぞ
れ
１
人
１

点
）
 

そ
の
他
／
①
一
次
審
査
で
入
選
作
品
を
選
び
、

入
選
作
品
の
な
か
か
ら
優
秀
作
品
を
府

の
二
次
審
査
に
出
品
し
ま
す
。
　
②
応

募
作
品
は
、
明
る
い
選
挙
推
進
の
た
め

の
啓
発
活
動
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
　
③
標
語
作
品
に
つ
い
て
は
、

お
返
し
し
ま
せ
ん
。
 

応
募
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
12 
日
f
ま
で
に
、

ポ
ス
タ
ー
は
、
作
品
の
裏
面
に
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）
を
、

標
語
は
、
所
定
の
応
募
用
紙
ま
た
は
官

製
は
が
き
の
裏
面
に
、
作
品
と
住
所
・

氏
名
・
年
齢
（
学
校
名
・
学
年
）
を
ご

記
入
の
う
え
、
広
報
行
政
課
へ
。
 

※
町
内
の
小
・
中
学
校
へ
通
学
し
て
い
る
児

童
・
生
徒
は
、
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
 

  
初
心
者
向
け
の
教
室
で
、
あ
い
さ
つ
や
自

己
紹
介
が
で
き
る
手
話
を
学
び
ま
す
。
 

こ
の
教
室
は
、
手
話
奉
仕
員
養
成
課
程
入

門
対
応
で
す
。
 

日
時
／
8
月
25
日
か
ら
12 
月
22
日
ま
で
の
祝

日
を
除
く
毎
週
月
曜
日【
14 
回
コ
ー
ス
】

午
後
7
時
30
分
〜
9
時
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
の
人
 

定
員
／
先
着
15 
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
20
日
d
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
へ
。
電
話
・
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
可
 

   
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
で
は
、
大
学
生
を
対
象

と
し
た
乳
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
会
を
開

き
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
3
日
d
・
5
日
f
・
6
日
g
　

い
ず
れ
も
午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

※
3
日
間
と
も
参
加
、
ま
た
は
都
合
の
良
い

日
の
み
の
参
加
で
も
結
構
で
す
。
 

場
所
／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
 

対
象
／
町
内
在
住
の
大
学
生
・
短
大
生
・
専

門
学
校
生
 

事
前
説
明
会
／
8
月
29
日
f
　
午
後
3
時
〜

3
時
30
分
 

※
説
明
会
は
、
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
23
日
g
ま

で
に
、
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
へ
。
電
話
可
 

 

  
京
都
府
で
は
、
母
子
家
庭
の
母
な
ど
を
対

象
に
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
申
し
込
み
を
受

け
付
け
ま
す
。
 

実
施
期
間
／
11 
月
〜
平
成
21
年
3
月
 

場
所
／
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
　
検
診
セ
ン

タ
ー
 

対
象
／
府
内
在
住
の
母
子
家
庭
の
母
親
ま
た

は
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
る

寡
婦
で
4
月
１
日
現
在
65
歳
未
満
の
人
 

定
員
／
85
人
 

費
用
／
無
料
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
5
日
f
ま

で
に
、
社
会
福
祉
課
に
備
え
付
け
の
申

請
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

切
手
を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
を
添
え
て

府
山
城
北
保
健
所
1
0
7
7
4（
2
１
）

2
１
0
2
へ
。
 

  
ご
家
庭
で
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人

を
対
象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
27
日
d
　
午
前
10 
時
〜
午
後
2

時
 

場
所
／
議
会
棟
4
階
特
別
会
議
室
 

対
象
／
在
宅
で
介
護
を
要
す
る
65
歳
以
上
の

高
齢
者
を
常
時
直
接
介
護
し
て
い
る
人
 

内
容
／
学
習
会
と
交
流
会
 

※
「
こ
け
玉
」
と
観
葉
植
物
を
涼
し
げ
に
器

に
飾
り
ま
す
。
 

定
員
／
先
着
15 
人
 

費
用
／
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
11 
日
b
ま

で
に
、
長
寿
健
康
課
へ
。
電
話
可
 

統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
 

手
話
教
室
 

母
子
家
庭
人
間
ド
ッ
ク
 

家
族
介
護
者
交
流
事
業
 

明
る
い
選
挙
 

啓
発
ポ
ス
タ
ー
と
標
語
 

「
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
」 

ふ
れ
あ
い
交
流
会
 

12
広報くみやま 平成20年8月1日 

82008
August



夏
休
み
に
「
土
曜
塾
」
を
開
講
し
ま
す
。

夏
休
み
の
宿
題
や
苦
手
克
服
に
挑
戦
す
る
チ

ャ
ン
ス
で
す
。
 

日
時
／
8
月
23
日
g
・
30
日
g
　
い
ず
れ
も

午
前
9
時
〜
正
午
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

対
象
／
町
内
在
住
の
中
学
生
 

指
導
者
／
地
域
住
民
や
大
学
生
、
中
学
校
教

師
の
み
な
さ
ん
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
へ
。
 

  
教
育
委
員
会
で
は
、
不
登
校
の
児
童
・
生

徒
へ
の
指
導
を
中
心
と
し
た
適
応
指
導
教
室

を
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

日
時
／
毎
週
木
曜
日
　
午
前
9
時
〜
午
後
3

時
（
時
間
は
、
相
談
に
応
じ
ま
す
）
 

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
教
育
相
談
室
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
学
校
教
育
課
へ
。
 

  
町
社
会
福
祉
協
議
会
と
要
約
筆
記
レ
イ
ン

ボ
ー
、
町
難
聴
者
協
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
心
の
あ
る
人
を
対
象
に
、
中
途
失
聴

者
や
難
聴
者
の
生
活
課
題
を
知
り
、
主
要
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
で
あ
る
要
約
筆

記
の
技
術
習
得
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開
き

ま
す
。
 

日
時
／
9
月
3
日
か
ら
10 
月
29
日
ま
で
の
毎

週
水
曜
日
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚
室
・
介

護
講
習
室
 

対
象
／
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
福
祉
に
関
心

が
あ
り
、
要
約
筆
記
技
術
を
習
得
し
た

い
人
 

内
容
／
難
聴
に
つ
い
て
の
理
解
、
要
約
筆
記

の
講
義
と
実
技
指
導
、
難
聴
者
の
体
験

発
表
 

定
員
／
先
着
20
人
 

参
加
費
／
5
0
0
円
（
資
料
代
）
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
協

議
会
へ
。
電
話
可
 

  
京
都
府
で
は
、
学
童
期
か
ら
救
急
救
命
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
親
子

で
救
急
救
命
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
含
む
）
に
つ
い
て

の
知
識
、
技
術
を
学
び
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
10 
日
a
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

場
所
／
府
宇
治
総
合
庁
舎
大
会
議
室
（
宇
治

市
宇
治
若
森
7
の
6
）
 

対
象
／
府
山
城
北
保
健
所
管
内
の
小
学
生
と

そ
の
親
 

内
容
／
救
急
救
命
法
講
習
会
 

定
員
／
先
着
12 
組
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
府
山
城
北
保
健

所
1
0
7
7
4
（
2
１
）
2
1
9
9
へ
。

電
話
可
 

※
記
念
写
真
を
撮
影
し
、
お
渡
し
し
ま
す
。
 

  種
目
／
①
航
空
学
生
　
②
一
般
曹
候
補
生
　

③
2
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
性
・
女
性
） 

対
象
／
①
高
卒
（
見
込
み
含
む
）
21
歳
未
満

の
人
　
②
・
③
18 
歳
以
上
27
歳
未
満
の

人
 

受
け
付
け
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
10 
日
d
ま

で
に
、
自
衛
隊
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇

治
市
広
野
町
西
裏
１
0
0
の
30
コ
メ
ウ

ビ
ル
2
階
）
1
0
7
7
4
（
4
4
）
7

１
3
9
へ
。
 

※
③
の
男
性
は
、
年
間
を
通
じ
て
募
集
。
詳

し
く
は
、
募
集
要
項
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
 

      
町
で
は
、
終
戦
記
念
日
の
8
月
15 
日
f
、

正
午
か
ら
平
和
都
市
宣
言
記
念
碑
前
（
役
場

庁
舎
前
）
で
、
平
和
祈
念
集
会
を
お
こ
な
い

ま
す
。
 

ま
た
、
戦
没
者
を
追
悼
し
、
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
１
分
間
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
、

黙
と
う
を
捧
げ
ま
す
。
 

ひ
と
り
で
も
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
 

  
平
成
20
年
度
児
童
手
当
等
の
現
況
届
を
ま

だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
受
給
者
の
人
は
、
至

急
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

資
格
が
あ
っ
て
も
現
況
届
の
提
出
が
な
い

と
支
給
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
お
届
け
の
際

に
は
、
印
鑑
と
社
会
保
険
の
保
険
証
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。
 

ま
た
、
今
年
１
月
2
日
以
降
に
久
御
山
町

に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
前
住
所
地
の
所
得
証

明
書
が
必
要
で
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

   ▼
児
童
扶
養
手
当
 

父
の
い
な
い
児
童
や
父
が
重
度
障
害
の
状

態
に
あ
る
児
童
の
家
庭
の
経
済
的
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
児
童
の
母
ま
た
は
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

現
在
、
受
給
中
の
人
（
支
給
停
止
中
の
人

も
含
む
）
は
、
9
月
１
日
b
ま
で
に
、
送
付

さ
れ
た
現
況
届
と
手
当
証
書
お
よ
び
現
況
届

に
記
入
さ
れ
て
い
る
必
要
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
を
提
出
さ
れ
な

い
ま
ま
2
年
が
過
ぎ
ま
す
と
時
効
に
よ
り
受

給
資
格
が
消
滅
し
ま
す
。
 

今
年
度
か
ら
就
労
状
況
な
ど
を
確
認
す
る

書
類
の
提
出
が
必
要
な
人
も
あ
り
ま
す
の
で
、

説
明
を
よ
く
読
ん
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
 

中
程
度
以
上
の
障
害
の
あ
る
児
童
を
扶
養

し
て
い
る
保
護
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
 

現
在
受
給
中
の
人
に
は
、
所
得
状
況
届
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
8
月
11 
日
b
か
ら
9
月

10 
日
d
ま
で
の
間
に
、
手
当
証
書
お
よ
び
必

要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
新
た
に
各
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、

認
定
請
求
が
必
要
で
す
。
認
定
請
求
す
る

人
や
扶
養
義
務
者
（
同
居
し
て
い
る
両
親

な
ど
）
の
所
得
に
よ
り
受
給
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。
 

※
い
ず
れ
も
届
け
出
の
際
に
は
、
印
鑑
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。
郵
送
に
よ
る
申
請
は
で

き
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

「
土
曜
塾
」
夏
休
み
受
講
生
 

親
子
で
学
ぶ
救
急
救
命
法
 

適
応
指
導
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

要
約
筆
記
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
 

自
衛
官
な
ど
 

平
和
祈
念
集
会
と
 

戦
没
者
追
悼
サ
イ
レ
ン
 

児
童
扶
養
手
当
と
 

特
別
児
童
扶
養
手
当
 

児
童
手
当
等
の
現
況
届
の
提
出
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京
都
府
で
は
、
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る

た
め
、「
き
ょ
う
と
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
配
布
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
、
太
陽

が
丘
フ
ァ
ミ
リ
ー
プ
ー
ル
な
ど
府
の
施
設
で

料
金
免
除
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
た

り
、
府
内
の
協
賛
店
で
、
そ
の
店
舗
な
ど
で

独
自
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
 

昨
年
の
7
月
に
学
校
、
幼
稚
園
・
保
育
所

な
ど
を
通
じ
て
配
布
し
ま
し
た
が
、
ま
だ
お

持
ち
で
な
い
人
は
、
次
の
場
所
で
も
配
布
し

て
い
ま
す
。
 

対
象
／
府
内
在
住
の
妊
婦
お
よ
び
18 
歳
未
満

の
お
子
さ
ん
が
お
ら
れ
る
家
庭
 

配
布
場
所
／
町
社
会
福
祉
課
、
あ
い
あ
い
ホ

ー
ル
、
ゆ
う
ホ
ー
ル
 

問
い
合
わ
せ
／
町
社
会
福
祉
課
ま
た
は
府
子

ど
も
未
来
室
1
0
7
5
（
4
１
4
）
4
 

　
　
5
8
１
 

  
下
津
屋
団
地
担
当
の
民
生
児
童
委
員
が
、

奥
野
良
子
さ
ん
﹇
1
0
7
7
4
（
4
3
）
１

0
8
2
﹈
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
町
で
は
、
こ
こ
ろ
に
病
の
あ
る
人
を
対
象

に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
開
い
て
い
ま
す
。
 

日
時
／
①
8
月
１
日
f
　
午
前
11 
時
〜
午
後

2
時
　
②
15 
日
f
　
午
後
１
時
30
分
〜

3
時
30
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

内
容
／
①
料
理
教
室
　
②
ビ
デ
オ
鑑
賞
や
カ

ラ
オ
ケ
、
ゲ
ー
ム
な
ど
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
福
祉
課
 

  
み
な
さ
ん
の
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

敬
老
会
を
開
き
ま
す
。
 

記
念
式
典
の
あ
と
、
海
原
は
る
か
・
か
な

た
の
漫
才
や
姉
様
キ
ン
グ
ス
の
音
曲
漫
才
な

ど
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

対
象
者
へ
の
案
内
通
知
は
発
送
し
ま
せ
ん

の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

会
場
へ
は
、
送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
。
 

詳
し
く
は
、
広
報
く
み
や
ま
9
月
１
日
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
9
日
c
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
15 
分
 

場
所
／
中
央
公
民
館
 

対
象
／
数
え
年
で
70
歳
以
上
の
人
 

問
い
合
わ
せ
／
長
寿
健
康
課
 

  
献
血
は
、
16 
歳
か
ら
69
歳
ま
で
幅
広
い
層

に
わ
た
っ
て
で
き
る
、
身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
 

本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
4
週
間
を

経
過
し
な
い
人
や
、
海
外
の
滞
在
さ
れ
た
国

に
よ
っ
て
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
あ
し
か
ら
ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

日
時
／
8
月
6
日
d
　
午
前
10 
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
3
時
30
分
 

場
所
／
ジ
ャ
ス
コ
久
御
山
店
 

問
い
合
わ
せ
／
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

1
0
7
5
（
5
3
１
）
0
１
１
１
ま
た

は
長
寿
健
康
課
 

  
多
く
の
生
活
習
慣
病
は
い
き
な
り
発
症
せ

ず
、
必
ず
予
兆
が
現
れ
て
い
ま
す
。
病
気
に

な
る
前
に
リ
ス
ク
を
見
つ
け
予
防
す
る
の
が
、

特
定
健
診
等
で
す
。
 

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
40
歳
以
上
75
歳

未
満
の
人
を
対
象
と
す
る
特
定
健
診
（
生
活

機
能
評
価
）
と
75
歳
以
上
の
長
寿
医
療
制
度

に
加
入
さ
れ
て
い
る
人
の
健
康
診
査
を
今
年

12 
月
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

対
象
者
に
は
、
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
受
診
券
と
保
険
証
を
ご
持
参
の
う
え
、

町
内
ま
た
は
宇
治
市
・
城
陽
市
の
協
力
医
療

機
関
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
 

※
特
定
健
診
・
健
康
診
査
の
年
齢
判
断
は
、

今
年
度
末
を
基
準
に
し
て
い
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
国
保
医
療
課
・
長
寿
健
康
課
 

  
ふ
ん
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責
任
で
す
。

飼
い
主
一
人
ひ
と
り
の
マ
ナ
ー
向
上
で
、
犬

の
ふ
ん
害
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
ど
う
し
て
も
飼
え
な
く
な
っ
た
犬

な
ど
は
、
次
の
日
時
に
連
れ
て
来
て
く
だ
さ

い
。
 

日
時
・
場
所
／
環
境
保
全
課
…
毎
週
火
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
　
午
後
2
時
10 
分
〜

2
時
20
分
、
府
山
城
北
保
健
所
…
毎
週

月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
9
時

〜
10 
時
30
分
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
 

　
　
課
1
0
7
5
（
6
3
 

　
　
１
）
9
9
１
7
、
0
 

　
　
7
7
4
（
4
5
）
3
 

　
　
9
0
7
 

   
8
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」、
8
月

10 
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。
 

私
た
ち
が
日
ご
ろ
、
通
勤
・
通
学
や
買
い

物
な
ど
で
利
用
し
て
い
る
道
路
は
、
人
や
物

資
を
運
ぶ
交
通
の
場
と
し
て
重
要
で
す
。
 

さ
ら
に
、
人
々
の
ふ
れ
あ
い
を
は
ぐ
く
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
空
間
と
し
て
、
ま
た
、
上
下

水
道
・
ガ
ス
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
収
納
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
も
重
要
な
施
設
で
す
。
 

し
か
し
、
あ
ま
り
に
身
近
す
ぎ
て
、
普
段

は
そ
の
重
要
性
を
見
過
ご
し
が
ち
で
す
。
 

こ
の
機
会
に
、
あ
ら
た
め
て
道
路
の
大
切

さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
建
設
整
備
課
 

  
町
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
手
作

り
遊
び
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
子
ど

も
広
場
を
開
き
ま
す
。
 

日
時
／
8
月
30
日
g
　
午
後
3
時
〜
6
時
 

場
所
／
役
場
駐
車
場
・
中
庭
広
場
・
中
央
公

民
館
ロ
ビ
ー
 

内
容
／
環
境
・
健
康
・
縁
日
・
ふ
れ
あ
い
・

飲
食
（
軽
食
）・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
各

コ
ー
ナ
ー
 

問
い
合
わ
せ
／
社
会
教
育
課
 

子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
 

民
生
児
童
委
員
が
代
わ
り
ま
す
 

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン
 

特
定
健
診
等
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
 

犬
の
ふ
ん
害
防
止
 

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
・
道
の
日
 

子
ど
も
広
場
 

敬
老
会
 

献
血
に
ご
協
力
を
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夏
は
エ
ア
コ
ン
や
水
の
使
用
が
多
く
な
り
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
が
増
え
ま
す
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
抑
え
、
地
球
温
暖
化
を
防
止
す

る
た
め
に
は
、
各
家
庭
で
の
省
エ
ネ
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
 

▼
冷
房
エ
ア
コ
ン
 

・
設
定
温
度
は
28
℃
を
目
安
に
し
、
軽
装
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

▼
電
気
製
品
 

・
使
わ
な
い
電
気
製
品
は
プ
ラ
グ
を
抜
い
て

待
機
電
力
を
カ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
冷
蔵
庫
内
は
整
理
整
頓
し
、
開
け
る
回
数

や
時
間
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。
 

▼
お
風
呂
 

・
残
り
湯
を
洗
濯
や
庭
の
水
や
り
な
ど
に
有

効
活
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
身
体
を
洗
っ
て
い
る
間
の
、
シ
ャ
ワ
ー
の

流
し
っ
ぱ
な
し
は
止
め
ま
し
ょ
う
。
 

▼
お
買
い
物
 

・
買
い
物
袋
を
持
ち
歩
き
、
レ
ジ
袋
の
無
駄

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
地
場
産
の
食
材
を
選
ん
で
、
流
通
に
要
す

る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ま
で
考
え
ま
し
ょ
う
。
 

▼
車
 

・
5
秒
以
上
停
車
す
る
場
合
は
ア
イ
ド
リ
ン

グ
ス
ト
ッ
プ
（
停
車
時
エ
ン
ジ
ン
停
止
）

を
お
こ
な
い
、
燃
料
消
費
を
抑
え
ま
し
ょ

う
。
 

・
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
（
最
初
の
5
秒
で
20

㎞
／
ｈ
に
な
る
く
ら
い
の
ペ
ー
ス
が
目
安
）

で
、
発
進
時
の
燃
料
を
節
約
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
近
場
へ
は
、
公
共
交
通
機
関
や
自
転
車
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
。
 

問
い
合
わ
せ
／
環
境
保
全
課
 

  
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
発
生
に
よ

っ
て
生
じ
る
煙
あ
る
い
は
熱
を
感
知
し
、
警

報
音
や
音
声
で
火
災
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
も

の
で
す
。
 

住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
を
減
ら
す
た
め
平

成
16 
年
6
月
に
消
防
法
が
改
正
さ
れ
、
一
般

の
住
宅
に
も
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
 

本
町
の
火
災
予
防
条
例
も
、
新
築
の
住
宅

は
、
平
成
18 
年
6
月
１
日
か
ら
、
既
存
の
住

宅
（
平
成
18 
年
6
月
１
日
時
点
で
現
に
お
住

ま
い
の
住
宅
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
23
年
5

月
末
日
ま
で
に
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

自
分
や
家
族
の
命
を
火
災
か
ら
守
る
た
め
、

一
日
も
早
い
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

ま
た
、
設
置
に
伴
い
消
防
署
か
ら
訪
問
販

売
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
悪
質
な

訪
問
販
売
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
 

問
い
合
わ
せ
／
消
防
本
部
 

  日
時
／
9
月
16 
日
c
　
午
後
１
時
〜
3
時
30

分
 

場
所
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
 

対
象
／
神
経
系
難
病
お
よ
び
そ
の
疑
い
が
あ

る
人
や
そ
の
家
族
 

※
神
経
系
難
病
…
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
多
発

性
硬
化
症
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
重
症
筋

無
力
症
な
ど
 

内
容
／
専
門
医
に
よ
る
個
別
相
談
と
指
導
・

助
言
 

担
当
医
師
／
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構

南
京
都
病
院
神
経
内
科
　
岡
伸
幸
医
師
 

定
員
／
6
人
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
11 
日
b
か

ら
、府
山
城
北
保
健
所
1
0
7
7
4（
2

１
）
2
9
１
１
へ
。
 

  
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、
中
小
企

業
で
働
く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
み
立
て

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
 

こ
の
制
度
は
、
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成

し
た
り
掛
金
が
全
額
非
課
税
に
な
る
な
ど
、

安
全
・
確
実
・
有
利
な
退
職
金
制
度
が
手
軽

に
作
れ
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
／
退
職
金
相
談
コ
ー
ナ
ー
1
0
 

　
　
6
（
6
5
3
6
）
１
8
5
１
ま
た
は
独

立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

1
0
3
（
3
4
3
6
）
0
１
5
１
、
Ｕ

Ｒ
Ｌ
 h

ttp
://ch

u
taikyo

. 

　
　taisyo

ku
kin
.g
o
.jp

 

     日
時
／
9
月
7
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
総
合
体
育
館
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
お
よ
び

町
剣
道
連
盟
登
録
者
 

試
合
方
法
／
個
人
戦
（
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
・
一
般
の
部
）
 

参
加
費
／
小
・
中
・
高
校
生
5
0
0
円
、
一

般
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
10 
日
a
ま

で
に
、
町
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体

育
館
内
）
ま
た
は
同
連
盟
事
務
局
（
坂

さ
ん
宅
）
1
0
7
7
4
（
4
１
）
6
4

１
0
へ
。
 

      日
時
／
9
月
7
日
a
　
午
前
9
時
か
ら
 

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場
 

種
目
／
男
女
各
ダ
ブ
ル
ス
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
（
小
学

生
を
除
く
）
 

※
交
流
参
加
と
し
て
オ
ー
プ
ン
参
加
も
可
 

試
合
方
法
／
リ
ー
グ
戦
も
し
く
は
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
戦
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
24
日
a
ま

で
に
、
町
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体

育
館
内
）
へ
。
 

  
競
技
の
普
及
と
技
術
向
上
の
た
め
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。
 

日
時
／
9
月
11 
日
・
18 
日
・
25
日
・
10 
月
2

日
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
い
ず
れ
も
木
曜

日
の
午
後
7
時
〜
9
時
 

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

定
員
／
先
着
20
人
 

参
加
費
／
１
，
5
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
8
月
17 
日
a
ま

で
に
、
町
体
育
協
会
事
務
局
（
総
合
体

育
館
内
）
へ
。
電
話
不
可
 

夏
の
省
エ
ネ
作
戦
 

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
 

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
 

町
総
体
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
 

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
教
室
 

町
総
体
剣
道
大
会
 

神
経
系
難
病
相
談
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〈
申
し
込
み
と
費
用
〉
 

各
教
室
の
参
加
申
し
込
み
は
、
来
館
ま
た

は
電
話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護

者
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

費
用
は
、
8
月
10 
日
a
（
10 
日
ま
で
の
教

室
に
つ
い
て
は
開
催
前
日
）
ま
で
に
、
ゆ
う

ホ
ー
ル
窓
口
（
午
前
9
時
〜
午
後
8
時
）
へ

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。
 

費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は
、
無
料
で
す
。
 

  ▼
こ
れ
か
ら
始
め
る
パ
ソ
コ
ン
 

　
（
エ
ク
セ
ル
編
Ⅱ
）
 

日
時
／
8
月
20
日
d
・
21
日
e
・
27
日
d
・

28
日
e
【
4
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7
時

〜
9
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
作
成
し
た
表
を
も
と
に
編
集
し
、
グ

ラ
フ
を
作
成
し
ま
す
。
 

定
員
／
16 
人
 

費
用
／
3
，
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途

必
要
）
 

  日
時
／
8
月
27
日
d
　
午
前
10 
時
〜
11 
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳

以
上
の
人
 

内
容
／
先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡

な
ど
を
楽
し
く
歌
い
ま
す
。
 

定
員
／
60
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）
 

費
用
／
資
料
代
の
み
必
要
で
す
。
 

  日
時
／
8
月
27
日
d
　
午
後
１
時
30
分
〜
4

時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
世
界
遺
産
・
映
画
の
ビ
デ
オ
を
鑑
賞

し
ま
す
。
 

定
員
／
25
人
（
申
し
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
）
 

  日
時
／
8
月
17 
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
4
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
ガ
ー
デ
ン
ベ
ン
チ
を
作
り
ま
す
。
 

※
7
月
と
同
じ
内
容
で
す
。
 

定
員
／
8
人
 

費
用
／
2
，
0
0
0
円
 

  日
時
／
①
8
月
9
日
g
　
午
後
7
時
30
分
〜

8
時
30
分
　
②
23
日
g
　
午
後
8
時
〜

9
時
（
受
け
付
け
は
、
終
了
時
間
の
30

分
前
ま
で
）
 

※
8
月
9
日
g
の
午
後
6
時
30
分
か
ら
7
時

30
分
ま
で
、「
親
子
天
体
教
室
」
を
開
催

し
ま
す
。（
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
） 

対
象
／
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
天
体
望
遠
鏡
や
双
眼
鏡
で
①
「
月
と

木
星
」
　
②
「
木
星
と
夏
の
星
座
」
の

観
察
を
し
ま
す
。（
雨
天
・
曇
り
の
場

合
は
中
止
）
 

  日
時
／
8
月
7
日
e
・
22
日
f
　
い
ず
れ
も

午
前
10 
時
〜
11 
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自
習
形
式
で
、

小
学
校
で
習
う
漢
字
か
ら
も
う
一
度
学

び
直
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
30
人
 

費
用
／
１
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
16 
日
g
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
。
た
だ
し
、
3

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
い
ろ
ん
な
色
素
を
し
ら
べ
ま
す
。
 

定
員
／
16 
組
 

費
用
／
子
ど
も
１
人
あ
た
り
１
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
13 
日
d
　
①
午
前
9
時
〜
正
午

②
午
後
2
時
〜
5
時
、
14 
日
e
　
③
午

前
9
時
〜
正
午
　
④
午
後
2
時
〜
5
時
 

※
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
か
ら
選
ん
で
く
だ
さ

い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

内
容
／
木
で
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
を
作
り
ま
す
。
 

※
7
月
と
同
じ
内
容
で
す
。
 

定
員
／
各
10 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
6
日
d
　
①
午
前
9
時
30
分
〜

正
午
　
②
午
後
１
時
30
分
〜
4
時
 

※
①
、
②
の
ど
ち
ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
１
〜
3
年
生
 

内
容
／
ウ
ッ
デ
ィ
ー
メ
イ
ト
宇
治
の
先
生
と
、

木
工
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
 

定
員
／
各
16 
人
 

費
用
／
3
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
10 
日
a
　
将
棋
の
部
…
午
前
9

時
30
分
〜
正
午
、
オ
セ
ロ
の
部
…
午
後

１
時
30
分
〜
4
時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
 

※
保
護
者
等
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。
 

内
容
／
将
棋
・
オ
セ
ロ
の
大
会
で
す
。
 

定
員
／
各
種
目
24
人
 

  日
時
／
8
月
24
日
a
　
午
前
9
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
 

内
容
／
木
で
ブ
ッ
ク
エ
ン
ド
を
作
り
ま
す
。
 

※
7
月
と
同
じ
内
容
で
す
。
 

定
員
／
8
組
 

費
用
／
子
ど
も
一
人
あ
た
り
3
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
24
日
a
　
午
後
2
時
〜
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
の
幼
児
（
3
歳
以
上
）・

小
学
生
と
保
護
者
 

内
容
／
親
子
で
折
り
紙
を
楽
し
み
ま
す
。
 

※
各
自
、
折
り
紙
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。
 

定
員
／
20
組
 

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室
 

漢
字
出
直
し
塾
 

低
学
年
工
作
教
室
 

小
学
生
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
 

親
子
で
工
作
教
室
 

た
の
し
い
折
り
紙
教
室
 

小
学
生
（
親
子
）
科
学
教
室
 

パ
ソ
コ
ン
教
室
 

童
謡
を
楽
し
む
会
 

小
学
生
工
作
教
室
 

大
人
木
工
教
室
 

週
末
の
星
空
観
察
会
 

申
し
込
み
は
8
月
1
日
F
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
5
）
0
0
0
2
 

休
館
日
 
毎
週
月
曜
日

ゆ
う
ホ
ー
ル
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日
時
／
8
月
8
日
f
　
午
前
8
時
50
分
〜
午

後
5
時
 

対
象
／
町
内
在
住
で
小
学
3
年
生
以
上
の
児

童
・
中
学
生
 

内
容
／
バ
ス
で
阪
神
淡
路
大
震
災
記
念
・
人

と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
へ
行
き
ま
す
。
 

※
7
月
と
同
じ
内
容
で
す
。
 

定
員
／
30
人
 

費
用
／
7
0
0
円
 

  日
時
／
8
月
21
日
e
　
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
3
〜
6
年
生
 

内
容
／
ソ
プ
ラ
ノ
リ
コ
ー
ダ
ー
を
楽
し
く
演

奏
し
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

  日
時
／
8
月
30
日
g
　
午
前
9
時
30
分
〜
11 

時
30
分
 

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
 

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。
 

定
員
／
20
人
 

       日
時
／
9
月
21
日
a
　
午
前
9
時
30
分
〜
午

後
3
時
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
15 
歳
以

上
の
人
お
よ
び
体
育
館
利
用
者
で
4
〜

7
人
編
成
の
チ
ー
ム（
中
学
生
を
除
く
） 

定
員
／
先
着
30
チ
ー
ム
 

費
用
／
１
チ
ー
ム
１
，
0
0
0
円
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／
9
月
16 
日
c
ま

で
に
、
総
合
体
育
館
へ
。
 

   日
時
／
①
8
月
5
日
c
・
11 
日
b
・
22
日
f
・

28
日
e
　
午
後
7
時
〜
8
時
　
②
8
月

3
日
a
・
10 
日
a
・
17 
日
a
・
23
日
g

午
前
10 
時
〜
11 
時
 

※
い
ず
れ
か
１
日
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

対
象
／
12 
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を
除
く
）
 

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利
用
す

る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
で
す
。
ま
た
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
 

定
員
／
各
先
着
15 
人
 

費
用
／
5
0
0
円
（
講
習
会
受
講
済
で
相
談

だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
使
用
料
の
み
必
要
で
す
）
 

   日
時
／
8
月
25
日
か
ら
10 
月
27
日
ま
で
の
毎

週
月
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
【
8
回
コ

ー
ス
】
　
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
45
分
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）
 

定
員
／
先
着
40
人
 

費
用
／
2
，
8
0
0
円
 

 

   日
時
／
9
月
4
日
か
ら
10 
月
23
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
【
8
回
コ
ー
ス
】
　
午
後
7

時
〜
8
時
 

対
象
／
15 
歳
以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）
 

定
員
／
先
着
30
人
 

費
用
／
2
，
8
0
0
円
 

        日
時
／
8
月
21
日
e
　
午
前
10 
時
〜
正
午
 

対
象
／
町
内
在
住
・
在
勤
で
18 
歳
以
上
の
人
 

内
容
／
コ
ー
ラ
ス
サ
ー
ク
ル
「
久
御
山
ハ
ー

モ
ニ
ー
」
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い

ま
す
。
 

講
師
／
久
御
山
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
み
な
さ
ん
 

定
員
／
20
人
 

   【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】
 

8
月
12 
日
c
　
午
前
10 
時
〜
午
後
3
時
　
役

場
庁
舎
１
階
相
談
室
１
 

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】
（
面
接
・
電
話
相

談
）
 

8
月
4
日
b
・
26
日
c
　
い
ず
れ
も
午
前
10 

時
〜
午
後
１
時
　
中
央
公
民
館
1
階
教
養
室

3
号
 

※
面
接
・
電
話
相
談
と
も
に
前
日
ま
で
に
社

会
教
育
課
に
申
し
込
み
が
必
要
（
定
員
に

満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
ま
す
） 

【
心
配
ご
と
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

8
月
14 
日
e
・
28
日
e
　
い
ず
れ
も
午
後
１

時
〜
4
時
　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
 

▽
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
 

専
用
電
話
1
0
7
5
（
6
3
１
）
3
4
2
１
 

相
談
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
 

【
こ
れ
か
ら
の
こ
と
相
談
】
（
町
社
会
福
祉

協
議
会
）
 

8
月
14 
日
e
　
午
後
１
時
〜
4
時
　
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
 

※
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み

は
同
協
議
会
へ
。
 

【
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
） 

8
月
21
日
e
　
午
後
１
時
〜
3
時
30
分
　
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
先
着
8
人
（
要
予
約
）
 

※
申
し
込
み
は
、
同
協
議
会
へ
。
 

博
物
館
見
学
ツ
ア
ー
 

リ
コ
ー
ダ
ー
で
あ
そ
ぼ
う
 

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室
 

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
 

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
＆
ナ
チ
ュ
ラ
ル
 

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室（
夜
間
の
部
） 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
 

使
用
講
習
会
＆
相
談
日
 

ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
 

（
夜
間
の
部
）
 

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
 

「
コ
ー
ラ
ス
」
 

申
し
込
み
は
8
月
1
日
F
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
7
4
（
4
4
）
3
7
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

総
合
体
育
館
 

総人口 
男　性 
女　性 
世帯数 

1 7 , 0 7 8人　 
8 , 5 0 5人　 
8 , 5 7 3人　 
6 , 7 5 7世帯 

出　生 
死　亡 
転　入 
転　出 

1 2人　 
1 7人　 
7 6人　 
7 6人　 

〈6月中の動き〉 

〈7月1日現在〉 

（
前
月
比
／
減
5 
人
）
 

介
護
用
品
リ
サ
イ
ク
ル
 

【
連
絡
先
】
 

 
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
譲
っ
て
く
だ
さ
い
】
 

▽
車
い
す
 

申
し
込
み
は
8
月
1
日
F
 
午
前
9
時
か
ら
 

1
0
7
5
（
6
3
1
）
1
0
0
0
 

休
館
日
 
毎
週
水
曜
日
 

中
央
公
民
館
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総合体育館は、定期清掃のため9月2日Cは臨時休館します。ご了承ください。



※予防接種を受けるときは、「予防接種手帳」または「予防接種と子どもの健康」をよく読んで、予診票と母子健康手帳をご持参ください。 

健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

会場は、保健センターです。母子健康手帳・健康手帳をお持ちの人は、必ずご持参ください。 
問い合わせ／長寿健康課 

健 　 診 ・ 相 　 談  

母　子　保　健 
健 診 名 な ど 日（曜） 受付時間 対　　象 内　　　容 

乳 幼 児 相 談  午前9時30分～10時30分 乳 　 幼 　 児  ことば・しつけ・栄養などの相談 7日E

1 歳 8 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成18年11月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

8日F

3 ～ 4 か 月 児 健 診  午後1時20分～2時 平成20年4月生まれ 
医師による健康診査、ＢＣＧ予防接種、離
乳・保育・栄養などの指導、ブックスタート 

20日D

1 0 か 月 児 健 診  午後1時20分～1時50分 平成19年10月生まれ 
医師による健康診査　　　　
離乳・保育・栄養などの指導 

11日B

2歳6か月児歯科健診 午後1時20分～1時40分 平成18年1月生まれ 
歯科医師による健康診査、予防指
導、身体的・精神的な発達指導 

18日B

成 人 歯 科 健 診  午後1時～1時30分 
40歳以上の人・ 
妊婦 

歯科医師による健康診査、歯
科衛生士による歯みがき指導 

18日B

3 歳 児 健 診  午後1時20分～2時 平成17年1月生まれ 
医師、歯科医師による健康診
査、身体的・精神的な発達指導 

22日F

予　防　接　種 
予 防 接 種 名  日（曜） 受付時間 対 　 象 ・ 接 　 種 　 方 　 法  

午後1時40分～1時55分 20日DＢ Ｃ Ｇ 予 防 接 種  
3か月以上6か月未満の乳児 
（3～4か月児健診対象者は健診時に接種） 

10か月児健診（7月14日）で 
見つけたかわいい笑顔です。 

パパ＆ママ教室（第4回） 午後1時～1時15分 妊 婦 と 夫  
赤ちゃんのお風呂のいれ方や
交流会 

9日G
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保健予防のコーナー 

社会教育課　1631-9980／45-3918 
syakai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

水　道　課　1631-9987／45-3919 
suidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

下 水 道 課　1631-9990／45-3920 
gesuidou@town.kumiyama.kyoto.jp 

60774（46）0086

議会事務局　1631-9996／45-0105 
gikai@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）3000

会　計　課　1631-9932／45-3909 
kaikei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

消 防 本 部　1631-1515 
syoubou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5382

町体育協会（町総合体育館内） 
10774（44）2205　60774（44）2203

あいあいホール 
10774（41）2263　60774（41）2283

いきいきホール 
10774（41）3466　60774（44）1199

荒　見　苑 
10774（44）3405　60774（44）7801

地域福祉センター（町社会福祉協議会） 
1075（631）0022　6075（632）3001

御牧保育所　1・6075（631）2475

佐山保育所　1・60774（43）2970

宮ノ後保育所　1・60774（43）4906

宇治警察署　10774（21）0110

山城広域振興局　宇治総合庁舎 
10774（21）2101　60774（21）2106

山城北保健所 
10774（21）2191　60774（24）6215



8月のごみ・し尿収集日 

燃やすごみ 

し　　尿 

燃やさないごみ リサイクルごみ 

使用済みてんぷら油 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・市田・鈴間・田井・荒見・

下津屋・下津屋サンハイツ・島

田・東島田・森・坊之池・野村

・村東 

佐古・新開地・佐山・籾池・双

栗・松陽台・サンタウン佐山・

佐山サンハイツ 

市田・鈴間・栄１・２丁目・栄

３・４丁目・清水・林・西武西

林・ミサワ林・ハイツ西宇治 

田井・荒見・下津屋・下津屋サ

ンハイツ・下津屋団地・大橋 

辺・北川顔・藤和田・近協パレ

ス・島田・東島田 

坊之池・森・野村・村東・中 

島・西一口・東一口・相島 

松陽台・サンタウン佐山・佐山

サンハイツ・栄１・２丁目・栄 

３・４丁目・ハイツ西宇治・清

水・林・西武西林・ミサワ林・

大橋辺・北川顔・藤和田・近協

パレス・中島・西一口・東一 

口・相島・下津屋団地・東佐山

団地・久御山団地 

藤和田・島田・東島田・坊之池（府道以南）東一

口（国道１号以東）・森（国道１号以東）・野村・

村東・佐山・新開地・佐古・清水・林・市田・田

井・荒見・下津屋 

久御山団地 

東佐山団地・久御山団地 

北川顔（府道以東）・坊之池（府道以北）・森（国道１号

以西）・西一口・東一口（国道１号以西）・中島・相島 

月・木 

火・水・金 

月 

火・金 

火 

水 

木 

金 

缶 類  
ペットボトル 
紙 パ ッ ク 

び ん 類  
発泡食品トレー 
発泡スチロール 

6日 
（第１水曜日） 
20日 

（第３水曜日） 

13日 
（第２水曜日） 
27日 

（第４水曜日） 

大橋辺・北川顔（府道以西） 

くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はそ

の翌日）に、城南衛生管理組合1075（631）5171へ連絡してください。 

※簡単な水洗いをして、分別し 
　中身の見える袋に入れて出し 
　てください。 

※びん・ペットボトルは、必ずふ 
　たをはずしてください。 

11日B
9月4日E

19日C

12日C
9月5日F

13日（第２水曜日） 

※指定の場所に、油が入っていた 
　容器等に入れて出してください。 
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環境保全のコーナー 

■久御山町役場（代表） 
1075（631）6111／0774（45）0001 
6075（632）1899

総　務　課　1631-9991／45-3922 
soumu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

企画財政課　1631-9992／45-3924 
kikaku@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

広報行政課　1631-9993／45-3926 
koho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）1899

税　務　課　1631-9926／45-3908 
zeimu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

社会福祉課　1631-9902／45-3902 
hukusi@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）1807

長寿健康課　1631-9903／45-3904 
tyouzyu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

住　民　課　1631-9904／45-3905 
jyumin@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

国保医療課　1631-9913／45-3906 
kokuho@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5933

環境保全課　1631-9917／45-3907 
kankyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

建設整備課　1631-9961／45-3912 
kensetu@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

産　業　課　1631-9964／45-3914 
sangyou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6149

都市計画課　1631-9966／45-3915 
tokei@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（632）5558

学校教育課　1631-9974／45-3917 
gakkou@town.kumiyama.kyoto.jp 

6075（631）6129

■各課別ダイヤルイン等 

町公共機関電話番号等 



琵
琶
湖
・
淀
川
水
系
に
属
す
る
木
津

川
は
、
上
流
に
高
山
ダ
ム
が
築
造
さ
れ

た
昭
和
四
十
一
年
以
前
は
、
水
量
も
豊

か
で
右
岸
の
川
辺
に
は
、
崩
落
防
止
の

沈
床
が
数
カ
所
設
置
さ
れ
て
い
た
。
 

こ
の
沈
床
付
近
は
二
メ
ー
ト
ル
余
の

深
い
澱
み
が
続
き
、
戦
前
ま
で
川
ガ
ニ

獲
り
の
漁
船
が
幾
日
も
停
泊
し
て
い
た
。

ア
シ
や
カ
ヤ
で
編
ん
だ
屋
根
を
つ
け
た

苫
船
と
呼
ば
れ
る
漁
船
は
、
夜
に
は
漁

火
を
つ
け
て
終
日
働
い
て
い
た
。
子
供

心
に
珍
し
く
、
舟
を
見
に
行
く
と
、
親

切
な
漁
師
さ
ん
は
、
少
し
緑
色
の
か
か

っ
た
、
大
人
の
手
の
ひ
ら
ぐ
ら
い
の
川

ガ
ニ
を
竹
で
編
ん
だ
大
き
な
魚
籠
の
中

か
ら
取
り
出
し
て
見
せ
て
く
れ
た
。
 

こ
の
川
ガ
ニ
は
、
淀
川
の
枚
方
付
近

で
多
く
獲
れ
る
が
、
き
れ
い
な
水
の
木

津
川
で
生
育
し
た
川
ガ
ニ
は
美
味
で
評

判
が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

木
津
川
の
浅
瀬
で
は
投
網
を
す
る
人
、

流
し
針
を
楽
し
む
人
も
多
く
、
大
き
な

ケ
タ
バ
ス
が
し
ぶ
き
を
上
げ
る
の
が
散

見
さ
れ
、
砂
浜
は
多
か
っ
た
も
の
の
、

今
の
よ
う
に
樹
木
が
繁
茂
す
る
こ
と
も

な
く
水
辺
の
光
景
は
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
 

と
こ
ろ
で
、
近
世
の
木
津
川
漁
は
、

巨
椋
池
四
カ
郷
の
漁
民
が
支
配
し
て
い

た
。
四
カ
郷
の
漁
民
の
漁
場
は
、
大
池

を
は
じ
め
宇
治
川
、
高
瀬
川
、
木
津
川
、

桂
川
、
加
茂
川
、
淀
川
で
漁
業
権
を
占

有
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
天
保
六
年

（
一
八
三
五
）
五
月
、
漁
舟
が
木
津
川

舟
運
の
支
障
に
な
る
と
い
う
理
由
で
、

四
カ
郷
か
ら
の
木
津
川
漁
は
禁
止
さ
れ

て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
四
カ
郷
は
、

相
楽
郡
の
沿
岸
十
カ
村
と
下
請
約
定
を

結
ん
だ
が
、
上
部
の
伏
見
奉
行
所
、
四

カ
郷
漁
民
、
相
楽
郡
下
請
十
カ
村
と
の

間
に
様
々
の
確
執
が
続
く
の
で
あ
っ
た
。
 

木
津
川
筋
の
漁
場
の
範
囲
は
、
笠
置

村
（
現
笠
置
町
）
か
ら
淀
大
橋
あ
た
り

ま
で
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
川
筋
に
は
瓶

原
郷
四
カ
村
（
現
木
津
川
市
）
が
、
小

鮎
漁
で
伏
見
奉
行
所
に
直
接
、
運
上
銀

を
納
入
し
て
い
た
か
ら
、
四
カ
村
は
巨

椋
池
四
カ
郷
漁
民
と
の
下
請
約
定
か
ら

除
外
せ
よ
と
の
触
書
が
出
さ
れ
た
。
 

四
カ
郷
漁
民
は
、
通
船
の
支
障
に
な

る
か
ら
木
津
川
漁
の
禁
止
、
そ
し
て
小

鮎
漁
の
瓶
原
四
カ
村
は
下
請
け
か
ら
除

外
と
い
う
巨
椋
池
漁
民
の
特
権
を
無
視

し
た
通
達
後
、
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）

四
月
、
巨
椋
池
四
カ
郷
は
規
模
の
縮
小

と
な
っ
た
が
、
相
楽
郡
七
カ
村
と
漁
業

下
請
け
を
約
定
し
た
。
 

両
者
に
よ
る
「
四
カ
郷
・
上
狛
村
他

六
カ
村
取
替
状
写
」（
神
村
善
正
家
文

書
）
に
よ
る
と
、
下
請
料
は
一
カ
年
銀

二
三
〇
匁
、
下
請
期
間
は
当
年
よ
り
十

年
後
の
安
政
二
年
と
し
て
い
る
。
ち
な

み
に
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
の
「
取

替
一
札
」（
大
池
神
社
文
書
）
で
の
下

請
料
は
一
カ
年
四
五
〇
匁
と
な
っ
て
い

る
か
ら
、
権
利
は
著
し
く
低
下
し
た
も

の
で
あ
る
。
 

木
津
川
流
域
の
上
狛
村
他
六
カ
村
と

は
加
茂
村
・
法
花
寺
村
・
銭
司
村
（
以

上
現
木
津
川
市
）、
南
笠
置
村
・
北
笠

置
村
（
現
笠
置
町
）、
切
山
村
（
現
南

山
城
村
）
の
諸
村
で
あ
る
が
、
こ
の
流

域
は
帆
船
の
往
来
も
多
く
、
ま
た
沿
岸

の
住
民
は
、
遠
方
の
漁
師
の
特
権
に
反

発
す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
往
古
よ
り
続

い
て
い
た
広
範
囲
な
巨
椋
池
四
カ
郷
の

漁
業
特
権
は
、
幕
末
期
以
降
著
し
く
低

下
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
明
治
以
降
の
木
津
川
流

域
の
漁
業
に
つ
い
て
は
、
久
御
山
町
内

に
史
料
の
現
存
も
な
く
不
明
で
あ
る
が
、

戦
後
の
昭
和
二
十
六
年
、
木
津
川
漁
業

協
同
組
合
（
以
下
漁
協
）
が
設
立
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
年
は
日
本
一
長
い
木
造

橋
の
通
称
流
れ
橋
（
上
津
屋
橋
）
の
架

橋
が
始
ま
っ
た
年
で
も
あ
る
が
、
漁
協

の
管
理
流
域
は
、
南
山
城
村
か
ら
流
れ

橋
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。
 

漁
協
の
設
立
趣
旨
は
、
地
域
住
民
の

憩
い
の
水
辺
と
し
て
、
魚
類
増
殖
事
業

を
中
心
に
資
源
の
保
全
、
公
害
対
策
を

目
的
と
し
て
、
流
域
住
民
八
十
数
名
で

組
織
さ
れ
て
い
る
。
平
成
十
九
年
度
の

主
な
事
業
は
、
種
苗
（
稚
魚
）
の
放
流

が
、
ア
マ
ゴ
三
〇
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
ア

ユ
一
七
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
ハ
エ
三
〇

〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
フ
ナ
四
七
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
等
で
あ
る
が
、
川
鵜
や
外
来
魚
に

よ
る
食
害
と
生
育
環
境
の
悪
化
で
被
害

は
大
き
く
、
漁
協
は
は
そ
の
対
策
に
苦

慮
さ
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
、
漁
協
の
使
命
が
、
自
然
豊

か
な
水
辺
の
提
供
を
主
眼
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
年
間
を
と
お
し
て
、
さ
ら

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。
 

▲笠置大橋上流でのアユ釣り 
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久
御
山
町
郷
土
史
会
会
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阪
部
　
五
三
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木
津
川
流
域
の
魚
類
 

第一章 木津川の変遷（5） 流れ橋 
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